




  要約:大阪府および隣接府県における周産期医療施設整備状況を知るために、大阪にあ

る産婦人科診療相互援助システム(以下 OGCS)と近畿にある主要産科施設に対し、周産期

医療体制の整備状況や診療の実態を調査し、併せて、地域における周産期医療システム整

備に関する考え方について調査した。

  の医療資源調査と OGCS での母体搬送の現状から大阪における周産期医療施設の不足の

実態が明らかになった。また大阪府医師会産科救急推進委員会の実態調査から、人口 100

万人、出生 10000 人の周産期医療圏を想定し、そこで取り扱われる対象を予測し、それに

基づいて、必要産科ベッドを試算した。また、専門外来を含む外来診療、緊急母体搬送に

たいする対応、病棟や分娩部での動務さらに、夜間、休日における緊急対応、母体搬送に

対する対応を考慮し、産科部門の日常の業務から必要な要員数を算出した。


